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1．問題の所在
　長年、日本における英語教育に対しての批判
は強く、大衆が抱く学校での英語教育に対する
不満はすでに恒常化しているといっても過言で
はない1。例えば、文法重視の教育に対する批
判や「中学校から大学まで 10 年近く英語を勉
強しているのに日常英会話すらできない」2 とい
う固定観念は、もはや英語教育批判においては
古典的なものとして確立したと言える。しかし、
こうした批判の声が固定化する一方で日本にお
ける英語教育も過去 10 年以上にわたりすでに
大きく変化を遂げており、ALT の制度が定着
したと同時に、学校教育においてはコミュニカ
ティブ・アプローチが重視されることによっ
て、会話重視の姿勢に完全にシフトしてきたと
言える3。さらに、早期英語教育への一般大衆
からの期待に押し切られる形ですでに公立小学
校における英語教育が導入されるに至ってい
る。すなわち、現在の 10 代、20 代の公教育に
おける英語教育・学習経験は、かつての受験英
語や文法重視の教育を受けてきた世代とはまっ
たく異なったものとなっていると言ってよい状
況にある。実際、現在の大学生の TOEIC のス
コアを見ても、一般的に文法セクションが含ま
れるリーディングセクションよりもリスニング
セクションの得点の方が高く、ある意味で文部
科学省が主導したコミュニケーション重視の実
用英語は、すでに効果として明確にあらわれて
きているとも言えるだろう4。
　しかし、多くの日本人が英語を実用的に使う
ようになった現在においても、「日本人は、英
語を流暢に話すことが出来ない」、あるいは「日
本人の英語下手」という国際的イメージは弱ま
る気配もなく5、そうした恥ずべき状況のスケー
プゴートとして学校での英語教育に対する同様
の批判は根強く残っている。そして、TOEFL‒
iBT での日本人受験者の平均得点が、アジア諸
国の中で最低レベルであることなどを主な根拠
として、コミュニカティブ・アプローチ、早期
教育、あるいは会話教育に急激な舵を切った英
語教育の方向性を強烈に批判する論調が、翻訳
や英文法を重視する伝統的な英語学や英文学の
系譜を引く研究者たちから主張されるに至って
いる6。彼らの主張の中心は、文法に主眼をお
いた訳読式英語教育の在り方は決して間違って
はおらず、むしろ、近年の英会話主体の教育の
在り方は、中途半端なもので実際には、あまり
効果を発揮しているとは言えないというもので
ある。例えば、英会話教育を不要であるとする
主張はその典型例であり、近年の英語教育の方
向性に対する強烈なアンチテーゼとなってい
る。しかしまた、こうした主張の多くを分析し
てみても、彼らは伝統的な教育・学習方法の価
値を擁護はするものの、現代のグローバル社会
に立ち遅れた感のある日本の英語教育の技術的
問題点に踏み込んだ分析を行ってはいない。そ
れ故、こうした状況を俯瞰すれば、一方では、
コミュニケーション重視、他方では、伝統的な
文法訳読式教育重視の立場があり、その主張に
おいて双方相容れない状況にあることが理解で
きるのである。
　そして、ここで改めて問題となるのが、我々
多くの日本人が、様々に語られる英語学習・教
育の方法論の中に明確な解決の方向性をいまだ
に見出してはいないという現実が存在すること
である。端的に言えば、一般大衆はもとより、
文部科学省の官僚、研究者、教師などを含む大
部分の日本人が、「どうしたら、日本人の英語
力を向上させることができるのか」という長年
の課題に対して明確な答えを持っておらず、ま
英語教育の歴史的展開にみられるその特徴と長所
小 川　修 平
紀要34.indb   55 17/03/27   13:39
英語教育の歴史的展開にみられるその特徴と長所 （小川　修平）
― 56 ―
た、現在の教育方法に対しても必ずしも確信を
持っていない状況にあるのではないかと考えら
れるのである。
　こうした現状に対する問題認識を基に本研究
では、約 200 年の歴史を持つ日本における英語
教育の展開を時系列的にまとめることを通し
て、英語教育・学習の特徴と長所を明らかにす
ることを目的とする。その理由は、これまでの
英語教育の展開と蓄積されてきた知識体系の重
要性を明らかすることではじめて、現状の問題
点とそれに対する解決を模索することが出来る
と考えられるからである。すなわち、本研究は
これまでの日本における英語教育の歴史を踏ま
えることなしに、今後の問題解決への道筋は拓
けないという仮定に基づくものである。それ故、
本研究は、日本における英語教育史を俯瞰する
代表的な先行研究を基に、歴史的展開と特徴を
明らかにし、その上でこれまでの英語教育をあ
らためて評価したい。
2. 日本における英語教育の歴史的展開
　ここでは、主要な先行研究を基に、明治期か
らの日本における英語教育の歴史的展開を明ら
かにしたい。とりわけ伊村元道による『日本の
英語教育 200 年』、斎藤兆史の『日本人と英語―
もうひとつの英語百年史』を直接的な先行研究
として設定し、時系列的に日本の英語教育の展
開を明らかにしたい。
（1）江戸時代における黎明期
　日本における英学が本格化し開花するのは、
明治維新以降であると言われるが、江戸時代に、
その先駆けとなる動きは存在した。斎藤によれ
ば、日本における英語学習のはじまりは、いわ
ゆる「フェートン号事件」をきっかけにした幕
府の長崎通詞に対する英語の修学に関する命令
であるという7。そして、これら通詞たちによっ
て手引書や英和辞書が編纂されることになっ
た。さらに英語母語話者との交流、あるいは、
ジョン万次郎のように漂流民としてアメリカ船
に救助され、その後渡米して英語を学ぶケース
が江戸時代末期に起こった。そして幕末期には、
黒船来航、日米和親条約による開国という時代
の流れとともに蕃書調所などを通じて英語の研
究が行われ始めた。基本的にこうした初期の展
開が明治時代の英学の基礎になったと考えられ
る。しかし、この展開は、あくまでも幕府の通
詞や漂流民などといった特異な役割や場面に直
面した一部の人間たちのものであり、英語教育
や学習が一般化していくのは、文明開化の明治
期になってからであった。
（2）明治期の正則教育から変則教育への展開
　明治初期：正則教育のはじまり
　明治期の近代化において、新政府は新しい国
の規範を西洋に求め、その西洋化のための教育
の担い手は、英米人を中心とした「お雇い外国
人教師」たちであったと言われる8。彼らによ
る高等教育の授業を受ける必要から日本人が英
語を学ぶことが必須となった。その流れの中で、
官立の外国語学校が各地に設立され、後に英語
学校となっていく。こうした各地の英語学校は、
明治期の英学にとって重要な役割を担った内村
鑑三、新渡戸稲造、岡倉天心、斎藤秀三郎など
を輩出した。さらに、この時期の教育の内容を
うかがい知る事例として有名なのが 1876 年に
開校した札幌農学校である。ここでは、「お雇
い外国人」が、農学校教師としてほとんどの科
目を担当し、英語での講義を行っていた。また
この時期の特徴的な展開としては、多くの英学
私塾の発足である。これらの私塾もまた、宣教
師などの外国人による試みであり、特に、キリ
スト教の布教と密接に関連した展開であった。
　この時期の教育を総括すれば、すべての教科
の授業が英語で行われ、一部のエリート学生が
教科を「英語で学ぶ」という、現在で言うとこ
ろの CLIL（Content and Language Integrated 
Learning）アプローチ9、あるいは、日本人教
師が行う「変則教育」に対応した概念としての
ネイティブ教師による「正則教育」を通して英
語を学んでいたと言える10。
　明治中期から後期：変則教育への展開
　明治初期の英語教育の展開は、明治 10 年
（1877 年）ごろには、その流れが大きく変化す
ることになった。すなわち、教育制度の整備に
伴って、それまでの「お雇い外国人」から、日
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本人教師へと主な教育の担い手が変わっていっ
たのである。この動きは、急激な文明開化に対
する反動として起こった国粋主義的な風潮と政
府の財政難とが相まって起こったものである。
結果として「お雇い外国人教師」の数が減らさ
れ、地方の官立英語学校が廃止されることに
なった。そして明治 18 年（1885 年）の伊藤博
文内閣による「教育の国語主義化」以降、日本
における英語は音声教育無しで文法訳読中心の
「変則教育」が主流になっていった11。
　斎藤は、この変則教育全盛の時代には、「英
語は実学の媒体としての機能を失い、科目や学
問の枠の中で学習・研究される対象となった」
と言う。すなわち、「英語で学ぶ」ことと「英
語を学ぶ」ことが渾然一体とした時代から「英
語を学ぶ」だけの時代になったのである12。こ
のように初期の英語漬けエリート教育の在り方
が変わったことによって、エリートの英語力は
低下した。また、かつての英学は、一方で中等
教育レベルでは教科としての英語教育となり、
他方が高等教育レベルでの英語学・英文学研究
へと専門分化し、現在の英語教育の枠組みがこ
の時期に形成された。
　明治末期：独自の英語教育文化の形成
　明治 40 年ごろは、その後 100 年間の英語学
習・教育の方向性が定着する時期であると言わ
れる。なぜならば、この時期に英語雑誌が次々
と創刊され、また、日本人の英語研究にとって
重要な貢献を果たす「研究社」などもこの時期
に創業されることになったからである13。こう
した出版環境の整備に伴って、英文学作品の翻
訳や文法解説などについての記事が数多く寄稿
され、英語教育の大衆化が促進された。さらに、
この時期から英語教科書や英語辞書の作成が、
日本人によって行われ、特に日本の英語辞書は
急速に独自の進歩を遂げた。また、こうした出
版メディアの展開に基づき、この時期には日本
特有のいわゆる「受験英語」、すなわち、「受験
に対応するための文法解釈主体の英語教育・学
習」が発生したと言われている14。このように、
この時期にはすでに日本における英語教育、学
習のスタイルはほとんど確立されており、それ
故、日本の英語教育の伝統的な長所と短所の多
くは、この時期にすでに表出し始めたとも言え
る。
　明治期のまとめ
　初期においては国の西洋化政策に基づき、エ
リートたちが英語漬けになって、英米の学問を
ネイティブの講師から学んだ。中期からは、ナ
ショナリズムの高揚に伴い、外国人教師の削減
とともに日本人による「変則教育」への転換が
はかられた。このように実学としての機能を
徐々に失った英学が、英語・英文学研究へと専
門分化し、明治後期には、英語学、英文学は高
度な学問として確立していった。その一方で、
英語教育・学習が大衆に普及していったが、実
学としての英語ではなく、むしろ、受験に対応
するための英語学習が広まり、その後の英語教
育・学習における慢性的な問題点もすでにこの
ころには顕在化しつつあった。
（3）大正時代
　英語学の専門化
　斎藤は大正時代における専門的英語研究の確
立に貢献した研究者の代表として市河三喜を挙
げている。そして市河の代表的研究の意義を、
「規範文法とは別のところに、母語話者による
実際の言語使用を説明する別の法則―のちの時
代の概念を用いて言えば『記述文法』―が存在
することを明確に示した点にある」としてい
る15。すなわち、文法的な正しさの判断となる
規範文法の立場から、正しさの基準としてでは
なく、変化する語法における法則性を見出そう
とする立場への転換点を示す研究を行ったのが
市河であるというのである。斎藤は、この市河
の研究を英語研究の専門化として捉え、これが、
学校文法や学習英文法が、英文法学者の関心か
ら外れていくきっかけになったとしている16。
つまり、この頃の英語学が今日でいうところの
実用重視の英語学習とは、乖離し始めたことを
示唆しているのである。
　音声重視主義の英語教育
　文法教育主体の英語教育にあって日本人の英
語力が伸び悩みを見せる中で、すでにこの時期
に文法・訳読式教授法への批判と英語教育改革
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への声が高まり、その結果、外国からもたらさ
れた理論を基にした音声重視主義が主張され始
めた17。そして、明治後期に紹介され始めた音
声表記の理論とともに、この時期の展開として
特筆すべきは、イギリス人音声学者ハロルド・
E・パーマーによる「オーラル・メソッド」の
導入であった。このオーラル・メソッドは、現
在のコミュニケーション中心主義につながる英
語教育理論の先駆けであったとも言える。すな
わち、パーマーが日本に教えた教授法の原則は、
「まず音声から入る」、「理解だけに留めないで
練習によって英語を使えるようにする」、「授業
では日本語はなるべく使わない」といったもの
で、文字から入る「訳せればよい」という日本
語主体の授業とは大違いだったと言う18。当初、
こうした英語によるコミュニケーション重視の
メソッドは、日本の実情にそぐわず、日本人の
教師から敬遠されたが、リーダー中心の授業へ
の融合がはかられ、新教材の開発と指導手順の
確立とともに、実際に導入されるようになって
いった。しかし、パーマーの帰国と日本をめぐ
る国際関係の緊張という英語教育にとってはマ
イナスに働くいくつかの状況によってオーラ
ル・メソッドが一般に普及することはなかった。
　英語教育廃止論の発生
　大正時代の英語教育において特徴的な展開の
一つとして、英語教育廃止論が挙げられる。オー
ラル・メソッドの導入など英語教育において改
革の動きがあり、新しい教材や指導手順などが
作られていた一方で、学校での教育によって英
語があまり上達しないと考える多くの人々から
の不満が募ったという19。その状況に追い打ち
をかけたのが、日露戦争以降の国家・国民意識
の高まりであり、特に大正 13 年（1924 年）の
アメリカにおける排日移民法の成立を機に英語
教育廃止論が集中的に唱えられることとなっ
た。こうした廃止論においては、一般に「外国
の国語を必修科目として、国民一般の普通教育
を目的とする中学校において行うのは誤りであ
る」、「日本国民や日本語に対する差別的待遇に
対しては、報復措置として英語教育を廃止すべ
きである」、あるいは、「中学校を卒業しても、
話も出来なければ、手紙も書けるようにならな
い英語教育はまったく無用なものである」と
いったことが主張された。この形勢は、昭和初
期の軍国主義の中で一層勢いを増していくこと
になった。
　大正時代のまとめ
　大正時代の英語教育をめぐる現象をまとめる
と、「英語学や英文学の学問的専門性の深まり
とそれに伴う実用英語との乖離」、「音声重視、
コミュニケーション重視の教育法の出現」、「受
験科目としてのみ確立し、実学的要素を失った
英語に対しての不満と批判の高まり」、「国家主
義と連動した英語教育廃止論の高まり」という
ことになると考えられる。大正期以後、太平洋
戦争によって英語教育が大きく衰退し、戦後の
日本における英語教育は新たなスタートを切る
ことになる。しかし、大正時代の英語教育をめ
ぐる現象には、戦後から今日までの英語教育を
取り巻く様々な特徴や問題点と同様のものが含
まれていたと考えられる。
（4）昭和時代
　戦前における英語教育氷河期
　昭和初期は、太平洋戦争へと突入する時代で
あり、国民は、国のために奉仕することが求め
られた。それ故、学校教育においても「戦争遂
行にとって有効な人材」の育成が第一に考えら
れ、結果として英語教育の時間は削減されるこ
とになった20。なぜならば、敵国語として英語
が一層敬遠され、いわゆる英語教育廃止論が一
層強まったためであると考えられる。こうした
中でも、主に教養主義の立場、あるいは「世界
の通用語」としての英語の戦略的重要性を重視
する立場などから、英語教育を擁護する意見が
表明された21。しかし、そうした立場は強まる
英語教育に対する圧力の前では少数意見にとど
まったと思われる。
　実際、大正時代に注目を集めた「オーラル・
メソッド」は、その中心的人物のパーマーの帰
国以降、完全に下火となり、音声重視の教授法
にあらためて注目が集まるのは、戦後のパタ
ン・プラクティスが紹介されて以降のことであ
る。また、すべてのラジオ英語講座も中止され、
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学校における英語教育もいくつかの法改正とと
もに、内容的な規制や時間削減を受ける対象と
なり、完全に廃止されるまでには至らなかった
ものの、細々と行われる程度に衰退してしまっ
た。
戦後の英語ブームと英語必修化・実用英語に
対する要望の高まり
　終戦直後には、日本各地に進駐軍兵士が駐在
したこともあり、かつての敵国語である英語を
学ぶ必要性から英語ブームが起こった22。戦前
の英語教育廃止論から一転して、英語教育推進
への機運は急速に高まり、ラジオ放送などにお
ける英語会話講座などが人気を博した。また、
公教育における英語教育体制が徐々に整備され
るようになった昭和 20 年代後半から、「高等学
校の入試科目に英語を加えるべきである」とい
う主張が出てくるようになった。この動きは、
実質的に中学校で英語を必修科目にする効果が
あった。これ以降、次第に英語が入試科目の中
に入り込むようになり、名目上は選択科目であ
りながらも英語は実質的な必修科目となって
いった23。
　このような実質的な英語必修科目化への動き
に対しては反対意見も存在した24。例えば、「日
本人の大半は、仕事上で将来英語を使用する機
会を持たない」、「中学校や高等学校での教育で
は、社会での実務的な英語力を養成することは
無理である」と言った意見である。しかし、逆
にこうした「実用性」という観点から公教育で
の英語教育の推進と改革を求める実業界や産業
界の声の方が大きく、「役に立つ英語」を求め
る声は、東京オリンピックの招致とも相まって
さらに高まり、「オーラル・アプローチ」の到
来へとつながっていった。
C.C. フリーズによるオーラル・アプローチ
とパタン・プラクティス
　終戦直後の復興期以降にセンセーショナルな
教授法として注目を集めたのが、C.C. フリーズ
によって紹介された「オーラル・アプローチ」
である。財界主導で開催された「日本英語教育
委員会」の招聘によって来日したミシガン大学
のフリーズが紹介したこの外国語教授法は、構
造言語学と行動主義心理学に基づき、基本構文
を少しずつ変化させながら音読を繰り返す、い
わゆる「パタン・プラクティス」を主な特徴と
していた。大正時代のパーマーのオーラル・メ
ソッドが、主にエリートを対象とした難しいも
のであったのに対し、文型を繰り返し音読練習
するというこのアプローチは、そのシンプルさ
によって人気を博し、1960 年代の初頭から中
頃までには全国の中学校に普及していったと言
われる25。しかし、このブームも、1960 年代の
後半になると急速に下火となり、続いて日本に
持ち込まれた「コミュニカティブ・アプローチ」
に取って代わられることになった。このパタ
ン・プラクティスの人気が急速に衰えた理由
を、斎藤は以下のように述べている26。
考えられる理由としては、教授法として用いた場
合授業が単調になりやすいこと、練習を繰り返し
てもなかなか思うように英語が使いこなせるよう
にならないこと・・・（中略）・・・、チョムスキー
の生成文法理論の発達と普及により、定型構文の
反復練習では母語話者と同じように文法を獲得で
きないことがわかってきたこと、などが考えられ
る。
　このように必ずしもはっきりとした理由が明
らかにされたわけではないものの、フリーズに
よるこの「オーラル・アプローチ」は中学校教
育において受け継がれることはなく、英語教育
の表舞台から姿を消すことになった。
　コミュニケーション中心主義の台頭
　オーラル・アプローチ以降、昭和後期から今
日にいたるまでの日本における英語教育の主要
なキーワードと言えば、「コミュニケーション」
である。こうしたコミュニケーション中心主義
の教育体系の原点は、デル・ハイムズ（Dell 
Hymes）が提示した「コミュニケーション能力」
という概念である。そしてこの概念に基づき、
教育モデルとそのための実践可能な教授法の開
発を進めたのが英米の応用言語学であったと言
われる27。伊村によれば、コミュニカティブ・
アプローチと呼ばれるこうした教授法は、「百
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家争鳴の状況」にあるものの以下の 4 つの共通
点が見られるという28。
　①　 コミュニケーション重視
　　　（正確さより流暢さ）
　②　 言語形式より機能重視
　　　（場面から言語表現へ）
　③　 言語形式より意味重視
　　　（機械的な反復練習の反動）
　④　 教師主導から学習者中心へ
　　　（情意面を重視）
　基本的に英米の応用言語学は、英語を母語と
する教師が英語を母語としない生徒を前に授業
をすることを基本モデルとしている。それ故、
コミュニカティブ・アプローチでは必然的に明
治以来の文法訳読法が成立し得ない授業環境が
前提となっており、そのことも「文法などをやっ
ているからダメなのだ」29 という一般大衆の固
定観念の形成につながっているのではないかと
推測される。また、昨今の「文法的な間違いを
犯しても良い」、「文法を気にするな」というよ
うな主張は、正確さよりも流暢さを必要以上に
重視する考え方から生まれたのではないかとい
う批判もある30。
　昭和後期におけるその他の動向
　教授法の展開以外に昭和後期における英語教
育をめぐる特徴的な動向としては、以下の三点
を挙げることができる。第一に、いわゆる「平
泉・渡部論争」として知られる英語教育につい
ての論争が起こったことである。この論争にお
いては、日本人が英語の実用的な運用能力を身
に着けることの困難さについての共通した認識
に基づき、相反する立場からの主張が述べられ
た。一方は、高度な英語力の獲得を国民全員に
求めても無理であるので、一部の語学エリート
の教育に力を注ぐべきであると述べる。そして
他方は、学校での英語教育においては、そもそ
も実用能力の開花を求めることは無理であり、
生徒の基礎的な英語能力の育成を目的とするべ
きであると主張する。こうした異なる立場から
の論争は、今日まで続く英語教育をめぐる知見
や問題点を明確にする効果があった。
　第二に、英語関連学問分野の専門化がさらに
進展したことである。初期の英学が英語学や英
文学へ専門化していく動きは、明治にはすでに
進行し始めていたが、さらに昭和期に進行した
専門分化の特徴は、学者・研究者の完全な「住
み分け」を伴ったという点であった31。英語関
連すべてをカバーする研究者ではなく、英文学、
米文学、英語学、英語教育学、応用言語学といっ
た細分化された研究区分を専門とする研究者の
存在が顕在化したのである。さらに斎藤は、こ
の動向の問題は英語を中心として生まれた学問
が専門化するにつれて、皮肉なことにまさに中
核となるべき英語教育や学習に対する研究対象
としての関心が薄れてしまったことであると述
べている32。
　第三に、「受験英語」への批判と英語教育の
質的転換が始まったことである。「受験英語」
という大学受験に対応するための英語教育・学
習の在り方は、すでに明治から大正時代には存
在していたと言われる33。この伝統は昭和 40
年代から 50 年代までは、面々と受け継がれて
きたが、コミュニケーション中心主義が浸透す
る中で、文法訳読の学習を中心とする受験英語
的アプローチは排斥の対象となり、伊村によれ
ば、「学校では文法ばかりやっていたので、英
語がものにならなかった」というように、文法
が「目の敵」にされるようになった34。このよ
うな世論に押される形で、昭和後期から平成の
今日までの間に英語教育における大きな方針転
換、及び質的な変化があったと考えられる。
　昭和時代のまとめ
　以上のように、昭和期は戦前・戦中の英語教
育氷河期とも言える時期と戦後の英語教育ブー
ムをはじめとして英語教育が急速に一般に普及
する時期という正反対の展開を含んでいた。と
りわけ、戦後の英語教育の大きな展開としては、
外国からの二つの教育アプローチが日本の英語
教育全体に大きく影響を及ぼしたことである。
まず、フリーズが提唱するパタン・プラクティ
ス、そしてそれに続いてコミュニケーション理
論に基づくコミュニカティブ・アプローチが輸
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入された。特にコミュニカティブ・アプローチ
は、日本語を通しての理解を前提とする伝統的
な文法訳読式教授法を圧迫し、昭和後期から平
成時代にかけて、従来の英語教育を質的に変化
させることになったと考えられる。
（5）平成時代
　英会話教室ブーム
　平成時代の初頭、ソ連邦の崩壊によって冷戦
が終結し、それ以降アメリカが唯一の超大国と
しての地位と影響力を確立した。そしてこれ以
降のいわゆるグローバリゼーションの潮流の中
で英語の世界的優位が決定的になったことは周
知の事実である。こうした時代を背景として、
急速に人気を博することになったのが、英会話
教室という民間の塾であった。老舗の英会話教
室としては、日米会話学院、神田外語学院、ケ
ンブリッジ、ベルリッツ、ECC などが知られ
ているが、これらの教室では外国人講師による
会話教育が行われた。
　英会話教室での教授法は、オーディオ・リン
ガル・メソッドによる会話文の練習、テープに
よるリスニング練習、パタン・プラクティス、
会話教材による応用会話練習などが行われてい
たが、基本的には、外国人講師との英会話を通
して英語を学ぶという現在主流のコミュニケー
ション中心主義の教授法を先取りしていた。一
方で、中学や高校などでは、伝統的に形成され
てきたリーディングや文法を中心とした文字主
体の英語教育が支配的に行われていた。それ故、
昭和後期から平成にかけて英会話能力開発への
需要が高まるとともに、こうした需要にまず対
応し始めたのは、民間の英会話教室であったと
言える。しかし、英会話教室の存在によって、
今日までに日本人の英会話に対するコンプレッ
クスが解消されたということはなく、その効果
という点からこうした民間事業も所詮は「人の
コンプレックスを利用した産業」の域を出ない
という厳しい見方も出来ると考えられる。
コミュニケーション中心主義の語学行政と
小学校英語教育の導入
　コミュニケーション中心主義の考え方が普及
するとともに、平成時代には、ついに公教育の
文脈においてもコミュニケーションの重要性が
位置づけられるようになった。そして中学校と
高校の学習指導要領において、英語教育の目的
として「コミュニケーション能力」の育成が掲
げられた35。この目的の実現可能性を懐疑的か
つ批判的に見る識者がいたことも確かであ
る36。しかし、こうした学習指導要領における
改訂によって、これ以降、語学行政はコミュニ
ケーション中心主義の思想が反映されることに
なった。例えば、こうした実用コミュニケーショ
ン能力を育成するためのネイティブ・スピー
カーとの英会話の機会を提供するための施策と
して「語学指導等を行う外国青年招致事業」す
なわち、いわゆる「JET プログラム」が始まっ
たのが、昭和末期の 1987 年であった。2016 年
で 30 周年を迎えたこのプログラムによって全
国の学校に派遣される ALT の数は、ここ数年
は、毎年 4000 人から 5000 人にも上り、ALT
のシステムは完全に定着したものとなってい
る37。
　これに加えて、英語の流暢さに焦点を絞ると
いう点で、コミュニケーション中心主義の典型
的な語学行政の展開として挙げられるのが、公
立小学校への英語教育の導入である。1998 年
改訂の小学校学習指導要領で 2002 年から「総
合的な学習の時間」の中でいわゆる「英語活動」
の実施が許可され、2008 年の改訂において小
学校 5、6 年生に週 1 時間の英語が必修として
設定された38。こうした小学校英語教育の導入
には、その実質的効果や教育体制などの観点か
ら、強い反対意見もあったが、産業界や保護者
の要望に後押しされる形で導入されることに
なった39。
　コミュニケーション中心主義に対する賛否
　基本的に平成時代は英語によるコミュニケー
ション中心主義全盛とも言える状態で推移して
いる。しかし、このコミュニケーション中心主
義に対する反対意見が目立つのも事実である。
主に二つの角度からの反対意見が存在する。第
一が、いわゆる反英語帝国主義論、あるいは極
端な英語偏重主義に対する反対意見である40。
つまり、かつて西洋の列強が武力で植民地を支
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配したのと同様に、現代においては、英語を普
及させることを通して巧みに植民地支配を継続
しようとしているのではないかという批判であ
る。確かに、英語の世界的優位と英語産業の振
興を目的として、英国がブリティッシュ・カウ
ンシルを通じて積極的に世界戦略を進めている
様子を見ると、英語帝国主義の存在と行き過ぎ
た英語偏重主義に対する不健全さを感じざるを
得ないのも事実である。しかし、このアンチテー
ゼ自体が、主にイデオロギー上の主張であるた
め、英語の世界共通語としての絶対的な普及の
現実を前に、具体的な問題解決を提示できてい
ないという問題もある。
　第二に、コミュニカティブ・アプローチの有
効性に対する疑問からの反対意見が述べられて
いる。伝統的な英語教育学や英学の立場から、
斎藤は、以下のように述べている41。
日本人にとって、英語はきわめて習得しにくい言
語である。…（中略）…ほとんどの時間日本語だけ
を用いて生活している状況の下、週に数時間程度
の英会話の練習などは焼け石に水だと言ってもい
い。多くの人は、日本人の英語力の低さを英語教
育のせいにしたがるが、すでに見たとおり、百年
以上にわたって教育改革と教授法研究がなされた
にもかかわらず、日本人の英語力に目立った変化
は見られない。実用コミュニケーション中心の教
育が行われるようになってからは、むしろ日本人
の英語力は低下の一途を辿っていると言ってもい
いであろう。公教育で日本人全員をまともな英語
の使い手にするためには、逆に日本語がおかしく
なるほど英語漬けにする必要があるだろうが、そ
のような教育では本末転倒だ。だから、日本人全
員を中途半端なピジン英語（商売だけで通じる破
格の英語）話者にするようなオーラル・コミュニ
ケーション中心の授業でなく、圧倒的な日本語の
母語環境のなかでも効率よく教えられる基礎的な
文法・読解中心の授業を行ない、あとは各自ご努
力ください、というのがもっとも理に適った英語
教育であろうと私は思う。
　それぞれ表現は異なるが、おおよそこのよう
な意見が現在のコミュニカティブ・アプローチ
に異を唱える英語関連の伝統的学術分野の研究
者たちの見解であると思われる。
　平成時代のまとめ
　昭和の後期から平成の今日までに日本の英語
教育は、コミュニケーション中心主義の思想、
換言すれば「英会話の流暢さ」を求める主張に
よって突き動かされてきたと言っても過言では
ない。その背景には、グローバル化によって、
ボーダレスな人の往来や経済活動が、一般大衆
にまで実感を持って感じられるようになってき
たことがある。そして世界共通言語として台頭
した「英語」へのコミュニケーションツールと
して必要性が、世界中で高まるとともに、「こ
れからの時代には英語は必須である」という主
張に対して、多くの日本人が賛同するように
なったと思われる。
　こうした背景の中で、「英語を話す」ための
教育が伝統的に開発されてこなかった学校での
英語教育に対しては不満が高まり、その不満に
最初に対応したのが、民間の英会話教室であっ
たと言える。そして英会話ブームに引きずられ
るように、公教育の文脈においても、コミュニ
ケーション中心主義に基づく語学行政が推進さ
れるようになり、ALT システムが導入された。
さらに「英語の流暢さ」という点から「英語学
習の開始は早ければ早いほど良い」という主張
が普及し、中学校から行われていた英語教育の
効果に対する失望感が高まるとともに、近年早
期教育に対する機運が高まった。結果として、
反対意見を押し切る形で、公立小学校の英語教
育が導入され、現在に至っている。
3. 日本における英語教育の特徴とその長所
　前節までに、これまでの英語教育に関する歴
史的展開を時系列的にまとめた。本節では、こ
の分析に基づき、日本における英語教育の特徴
を明らかにし、さらにその長所を評価したい。
（1）日本の英語教育の特徴
　そもそも日本の英語教育の伝統的な特徴とは
どのようなものであったのだろうか。先行研究
を分析すると日本の英語教育の以下のような主
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要な特徴が明らかになる。その第一の特徴とは、
文字主体の教育、すなわち視覚から学習すると
いう意味での「視覚教育」であったことである。
基本的に、英語の音声を主体とする「聴覚教育」
が教育の中に組み込まれていたのは、大まかに
言えば、明治時代の正則教育、大正から昭和初
期のパーマーによるオーラル・メソッド、そし
て昭和のフリーズのオーラル・アプローチ、さ
らに平成のコミュニカティブ・アプローチが行
われた時だけであった。それ故、平成のコミュ
ニカティブ・アプローチを除いて、音声による
聴覚教育は、継続的に一般大衆に広まることは
なかったのである。
　つまり、これまで約 200 年とも言われる日本
の英語教育の歴史においては、ほとんどの教育
が文字を通しての「視覚教育」であったと言え
るのである。実際、江利川春雄による『日本人
は英語をどう学んできたか－英語教育の社会文
化史』と題する英語教育史に関する研究書にお
ける主な分析対象は英語の教科書やその他教材
となっている。また、明治時代から昭和に至る
までの長きにわたって英語教育にとって重要な
目的となったのが「受験」である。斎藤は「受
験英語」についての以下のように述べている42。
英文和訳に文法的書き換え問題。これぞ多くの人
がイメージする「受験英語」の設問形式ではない
だろうか。受験英語なる特殊な英語が本当に存在
するのかどうか、受験目的で英語を勉強すると実
用的な英語力がつかないのかどうかは別として、
昭和後期から現代に至るまで、日本の英語教育の
妨げとしてさんざん批判されてきた英語力の試験
方法の原型は、すでに明治末期に生まれているの
である。
　このように日本の英語教育では初期のいわゆ
る「お雇い外国人」や後のパーマーやフリーズ
を除いて平成時代が到来するまで、基本的には
日本人による「変則教育」が主体であり、そこ
においては、文字主体の「視覚教育」に集中し
た授業実践が行われていた。確かに平成時代に
なり、コミュニケーション中心主義思想の普及
によって、英会話教室ブームや ALT の普及に
よってリスニングやスピーキングといった「聴
覚に関わる教育」の重要性があらためて認識さ
れるようになってきた。しかし、教授法の点に
おいては、本格的な聴覚を重視した教育体系が
構築されているとは言えず、伝統的な英語関連
の学問の系譜を引く研究者たちは、どちらかと
言えばコミュニカティブ・アプローチに批判的
であり、伝統的な視覚教育の枠組みから脱却す
ることが出来てはいない。わずかに門田修平が
『シャドーイングと音読の科学』などの一連の
著作の中に独自の「聴覚教育」につながる学習
方法の可能性を提示している。しかし、シャドー
イングや音読の学習効果の科学的証明に研究の
主体があるために一般に普及する具体的な学習
方略を提示するまでに至ってはいない。それ故、
約 200 年にわたる日本における英語教育の大き
な特徴は、その展開においての中心が、文字に
よる教育、すなわち「視覚教育」にあったと考
えられるのである。
（2）伝統的な英語教育の長所
　それでは、伝統的な日本の英語教育の長所と
はいったいどのようなものであろうか。それは、
圧倒的に日本語が使用される環境のなかでも効
率的に教えられる基礎的な文法・読解中心の教
育、すなわち、高度に洗練された文法訳読式の
優位性であると言える。伊村は、この訳読方式
を「唯一の国産教授法」と表現しているが43、
振り返ってみればその他のオーラル・アプロー
チやコミュニカティブ・アプローチなどは、す
べてネイティブ・スピーカーによる英語学習・
教授法であり、日本人の視点から独自に開発さ
れた聴覚教育の体系は、存在していない。すな
わち、文法訳読式の教授法を否定することは、
これまでの日本における英語教育の伝統や蓄積
の大部分を否定するに等しいと言っても過言で
はない。
　しかしその一方で、コミュニカティブ・アプ
ローチ全盛の時代にあって、文法訳読式の英語
教授法は、英語が上達しないことに対する一般
大衆の「はけ口」として「目の敵」とされてき
たのも事実である。それ故、ここで問題となる
紀要34.indb   63 17/03/27   13:39
英語教育の歴史的展開にみられるその特徴と長所 （小川　修平）
― 64 ―
のが、そもそもこれらの文法訳読式の教授法の
長所とは一体何であるのかという点である。基
本的にこの伝統的教授法の長所は、ひとえに受
験英語を通して、高度で精密な文法知識の体系
が効率的に伝達できることであると考えられる。
　江利川は、受験参考書を通して伝達される洗
練された英文法の教育法を以下のように評価し
ている44。
英語と日本語とは言語の構造が著しく異なる上
に、一般の日本人は日常生活で英語を使う必要が
ない。そうしたギャップを埋めるため、先人たち
は学校文法、英文解釈法、和文英訳法など、「外国
語としての英語」…（中略）…の習得にふさわしい
教材と指導法を練り上げ、世界でも例のないほど
学習者本位の参考書や学習辞典を進化させてき
た。…（中略）…こうした受験参考書が日本人の英
語力向上に果たした役割は計り知れないほど大き
い。
　確かに、コミュニケーション全盛の時代に
あっては、伝統的な文法訳読法の評判はすこぶ
る悪い。実際、文部科学省も「読む活動におい
ては、生徒が、生徒の理解の程度に応じた英語
で書かれた文章を多く読み、訳読によらず概要
や要点をとらえるような言語活動をできるだけ
多く取り入れていくことが重要である」と訳読
との決別を示唆している45。これは、「英語で
考えよ」という昨今流行となった主張の影響に
よるものであり、リーディングにおいては、い
わゆる「直読直解」を想定したものであると思
われる。
　しかし、初心者が「直読直解」のレベルに到
達することは不可能であり、多くの識者が指摘
するように、そのレベルに達するまでには、や
はり日本語を介した理解は不可欠である。江利
川は、「直読直解」に至るプロセスについて以
下のように述べている46。
英文の構文、文法、イディオム、単語などを分析し、
日本語に置き換えて理解し、和訳するという意識
的な作業を通じて原意に接近するしかない。この
習練を繰り返すことによって、やがて日本語を介
さなくても原意をつかめるようになっていく。い
わゆる自動化である。
　近年、通訳訓練の一環として行われるサイト
トランスレーションという、英語を語順のまま
理解する、いわゆる「順送りの訳」のトレーニ
ング方法があることが知られているが、江利川
が指摘するように、外国語として英語を学ぶ「平
均的日本人」が、いきなり日本語を介さずに、
英語をリーディングやリスニングを通して理解
することは不可能であると考えられる。つまり、
いずれにしても訳読が、意味理解における自動
化としての「直読直解」に到達する上で必要な
プロセスであるとするならば、これまで日本で
200 年近くの間、洗練されたノウハウが蓄積さ
れてきた文法・読解中心の知識体系は、日本の
英語教育にとって大きな優位性であると言える。
　「文献を理解し、取り入れる」という能力の
育成から、「考え方を国際的に発信する」能力
の育成へと英語教育において求められるものが
変化してきた今日の社会において、確かに伝統
的な文法訳読式教育は、必ずしも十分に多くの
日本人のニーズを満たさないのかもしれない。
しかし、幕末から明治に始まる英学の目的は、
日本の近代化のために必要なことが書かれてい
る本を読破し、そこから得た知識や技術を日本
社会に普及させることであった47。そして明治
以降の急速な近代化と戦後の経済復興と発展を
見れば、日本の英学と伝統的な文法訳読式教育
と学習法は、これまで確かに大きな効果を発揮
してきたと言えるだろう。
4. おわりに
　本論文においては、約 200 年の歴史を持つ日
本における英語教育の展開を明らかにすること
を通して、英語教育・学習の伝統的な特徴とそ
の長所を明らかにすることを試みた。そのため、
日本における英語教育の時系列的な展開を江戸
時代、明治、大正、昭和、平成という各期に分
けて分析を行った。そしてこの分析に基づき、
日本の英語教育の特徴とその長所を以下のよう
紀要34.indb   64 17/03/27   13:39
盛岡大学紀要　第 34 号
― 65 ―
に結論づけた。伝統的な英語教育の大きな特徴
は、文字による教育、すなわち「視覚教育」に
あり、その長所とは、圧倒的に日本語が使用さ
れる環境のなかでも効率よく教えられる基礎的
な文法・読解中心の教育、すなわち、いわゆる
「受験英語」を通して高度に洗練された文法訳
読式の教育・学習手法の優位性であった。
　以上のようにこれまでの伝統的な日本の英語
教育には、先人たちによって積み重ねられてき
たしっかりとした知識の蓄積があったことが理
解できる。それ故、歴史の浅い「舶来の」コミュ
ニケーション主体の考え方の影響のみによっ
て、伝統的文法訳読式教育体系の中で蓄積され
た知識を全否定することは、「愚の骨頂」とも
言える。むしろ早急に必要なことは、このよう
に蓄積されてきた様々な知識をどのようにグ
ローバル化した現在の社会の要請に合わせてい
くかについてのアプローチを考え出すことであ
ると考えられる。
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